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（総合）研究報告書 

 

小児の突然死の原因、不整脈原性右室心筋症、拘束型心筋症の疫学調査に関する研究 

 

研究分担者 住友直方 

所   属 埼玉医科大学国際医療センター 

  

研究要旨 

【目的】肥大型心筋症（HCM）は学校管理下突然死の主要な原因の一つであるが、救急蘇生による救命例が

報告され始め、予後が改善している可能性が予想される。不整脈原性右室心筋症、拘束型心筋症は小児では極

めて稀な不整脈とされているが、その実態は明らかではない。今回本邦で登録された小児心筋症の中で、不整

脈原性右室心筋症、拘束型心筋症の実態を調査した。【対象と方法】1. 2004 年から 2011 年に学校災害共

済給付制度に報告された心事故例中、原因が HCM と判断された例を検討した。2. ガイドライン作

成に関する研究班で登録された小児心筋症の中で、不整脈原性右室心筋症、拘束型心筋症の実態を

調査した。【結果】1. 調査期間中、HCM が原因の突然死は 29 例、蘇生後生存例は 15例あった。生

存例中、ICD 埋込後 1 例を除く 14例で AED が使用された。死亡、生存例ともに男子が多かった。

死亡例は幼稚園生や小学生に認めたが、生存例は中学・高校生のみであった。死亡例の 48%、生存

例の 20%が事前に HCM と診断されていた。心事故は死亡、生存例とも運動中に多かった。2. ガイ

ドライン作成に関する研究班で登録された 376名の心筋症患者の中で不整脈原性右室心筋症

（ARVC）14 例（4%）であった。男女比は 7：7で性差はなく、65%が学校心臓検診で発見されてい

た。家族歴のないものが 64%と多かったが、不整脈原性右室心筋症の家族歴のあるものが 3例（22%）

に認められた。遺伝子診断が 14 例中 9 例に行われており、8例（89%）に不整脈原性右室心筋症に

関連する遺伝子異常が発見されていた。14 例の内何らかの治療が行われていたものが 10例（72%）

で 3例には治療は行われていなかった。11 例（79%）が生存していたが、2例（14%）が院外心停止

を起こしていた。3. 拘束型心筋症（RCM）25例（7%）であった。男女比は 56：44 で男に多く、多

くは学校心臓検診をはじめ種々の症状で発見されていた。家族歴のないものが 92%と多かったが、

拘束型心筋症の家族歴のあるものが 2例（8%）に認められた。遺伝子診断が 25 例中 6例に行われ

ており、2例（67%）に拘束型心筋症に関連する遺伝子異常が発見されていた。治療は全例（100%）

に行われていた。22例（44%）が生存していたが、3例（11%）が死亡し、7 例（28%）が心臓移植、

3 例（12%）が院外心停止を起こしていた。【結論】1. 非医療従事者による AED の使用が普及し、

2007 年以降は HCM による学校管理下心停止の救命事例が報告され始めた。心臓系突然死予防のた

め、適切な心電図学的抽出基準の策定が重要と考えられた。2. 不整脈原性右室心筋症, 拘束型心筋

症は小児では稀な疾患であるが、予後は不良であり、早期発見、治療が重要である。そのためには、

拘束型心筋症小児の心電図、心エコーによる診断基準の作成が必要であると思われた。 

 

A. 研究目的 

わが国では2004年7月に非医療従事者による

自動体外式除細動器（AED）の使用が認められ

て以降、学校を含めた公共施設への設置が急速

に進んでいる。近年は、学校管理下での AED

使用の報告がみられてきた。学校管理下におけ
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る HCM の心事故の検討を行い、近年の救命措

置の普及が、その病歴にどのように影響してい

るか調査した 1）。 

不整脈原性右室心筋症(ARVC)は、右室心筋の

線維-脂肪変性による心室性不整脈、心機能低下

を主体とする遺伝性心筋症である。拘束型心筋

症(RCM)は、心筋の肥大や拡張を伴わず、心筋

収縮力は正常であるにもかかわらず、左心室が

硬く拡張不全を伴う心筋疾患である。どちらも

小児では極めて稀な病態とされているが、その

実態は明らかではない。今回本邦で登録された

小児心筋症の中で、拘束型心筋症(RCM)の実態

を調査するのが、本研究の目的である。 

 

B. 研究方法 

対象は、2004年から 2011 年に日本スポーツ

振興センターが管轄する学校災害共済給付制度

に報告された、小・中・高等学校、幼稚園およ

び保育所の学校管理下での健康被害事例である。

学校管理下の時間帯としては、学校教育を受け

るために登校してから下校し終わるまでである

が、林間学校、臨海学校、修学旅行、部活動、

定時制、通信制高校の教育施設内で起こった事

故なども含まれる 2）。このうち、死亡事例の中

から心臓系突然死に分類された事例は 218 例あ

り、その報告資料の内容から HCM が原因で突

然死したと判断される事例（以下、「死亡例」と

する）を抽出した。さらに、心臓系突然死を除

いた全ての事例（年間約 200 万事例）から、「心

停止」、「AED」、「除細動」、「心筋症」によりキ

ーワード検索を行って該当した 140 例を分析す

ることにより、HCM を原因とする心停止からの

蘇生成功例（以下「生存例」とする）を抽出し

た。「死亡例」と「生存例」の 2群について、男

女比、学校種、発症前診断の有無、AED 装着の

有無に加え、運動の有無・種類など発症時の状

況を比較した。突然死の定義については、世界

保健機構（WHO）の定義である「発症から 24

時間以内の予期せぬ内因（病）死」に加え、そ

の状況から意識不明などのまま発症後数日から

数か月の期間を経て死亡した例を含めた 2）。こ

の制度の加入率は全国生徒の 97%であり、実数

調査として評価した。 

 ガイドライン作成に関する研究班で登録され

た小児心筋症の中で、ARVC、RCM の実態を調

査する。 

（倫理面への配慮） 

患者情報はそれぞれの施設で匿名化され、厳

重に管理され、外部に漏洩することはない。 

 

C. 研究結果 

1.「死亡例」と「生存例」の推移 

調査期間中の心臓系突然死 218例のうち、

HCM による「死亡例」は 29 例（13.3%）であ

った。一方、キーワード検索該当の 140例のう

ち、HCM による心停止後の「生存例」は 15 例

であった。これらの患者の予後を図 1に示す。

「生存例」は 2006 年までは報告がなく、2007

年 1例、2008年 6例、2009 年 2 例、2010 年 4

例、2011年 2例であった。 

 

図 1 HCM 患者の予後 

「死亡例」29例のうち、2004 年および 2005年

に AED の装着の報告はなく、2006 年以降の報

告例 21例中 14 例（67%）で AED の装着が確

認された。  

2．性別 

生存例29例と死亡例15例で性別を比較した。

生存例では男：女＝24：5、死亡例では男：女＝

10：5 で死亡例に男児が多い傾向があったが、

有意差は認めなかった（p=0.22）（図 2）。 
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図 2 死亡例、生存例の男女比 

3．学校種別 

死亡例 29例のうち、保育園・幼稚園 1 例、小学

校 3例、中学校 10 例、高等学校 15例であった

が、生存例 15例中、中学校 8例、高等学校 7

例で、小学校以下の学校種では生存例がいなか

った（図 3）。 

 

図 3 死亡例と生存例の学校種別頻度 

4．心事故前の管理 

死亡例では 29例中 14 例が HCM と診断されて

管理されていたが、生存例 15例中 3例しかHCM

と診断されていなかった（p=0.06）（図 4）。ま

たHCMと診断された 17例は運動制限を受けて

いたが、心事故を発生していた。 

 

図 4 心事故発生前の管理 

5．心事故発生時の状況 

死亡例 29例中、運動中 16例、休み時間 6 例、

登校・帰宅中 5 例、着席中 1 例、睡眠中 1例で

あったが、生存例 15例中、運動中 14 例、休み

時間 1例であり、生存例では運動中に心事故が

おこりAEDで究明された例が多かった（図 5）。 

 

図 5 心事故発生時の状況 

6．小児心筋症の内訳 

肥大型心筋症（HCM）135例（36%）、拡張型心

筋症（DCM）91 例（24%）、左室心筋緻密化障

害（LVNC）106 例（28%）、拘束型心筋症 25例

（7%）、不整脈原性右室心筋症（ARVC）14 例

（4%）、その他 5例（1%）であった。 
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図 6  各心筋症の割合 

HCM：肥大型心筋症、DCM：拡張型心筋症、

LVNC：左室心筋緻密化障害、ARVC：不整脈原

性右室心筋症、RCM：拘束型心筋症 

A. 不整脈原性右室心筋症 

1．不整脈原性右室心筋症の性差 

 

図 7 不整脈原性右室心筋症の性差 

性差は図 2に示す如くで、男女比は 7：7で性差

はなかった。心筋症全体では性差が判明してい

る 376例中、男 218例（58%）、女 158例（42%）

で全体の性差と変わりなかった。 
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2．不整脈原性右室心筋症の発見の動機 

 多くは学校心臓検診で発見されている（図 8）。

これ以外では心肺蘇生、胸痛、胎児心エコーで

発見されたものが 1例ずつであった。多くの症

例が発見時は無症状であることを示す。 

 

図 8 発見の動機 

Heart screening：学校心臓検診、Chest pain：胸

痛、CPA：心肺蘇生、Palpitation：動悸、Fetal echo：

胎児心エコー 

3．不整脈原性右室心筋症の家族歴 

 家族歴のないものが 64%と圧倒的であったが、

不整脈原性右室心筋症の家族歴のあるものが 3

例（22%）あり、一部で家族性の症例があるこ

とがわかった。（図 9） 

 

図 9 不整脈原性右室心筋症の家族歴 

FH(-)：家族歴なし、ARVC：不整脈原性右室心

筋症の家族歴あり、Other CM：他の心筋症の家

族歴、Unknown：不明 

4．不整脈原性右室心筋症の遺伝子診断 

遺伝子診断が 14例中 9例に行われており、8

例（89%）に不整脈原性右室心筋症に関連する

遺伝子異常が発見されている。（図 10） 

 

図 10 不整脈原性右室心筋症の遺伝子異常の

頻度 

Gene anomaly(+)：遺伝子異常あり、Gene 

anomaly(-)：遺伝子異常なし、ND：遺伝子検査

が行われていない、Unknown：不明 

5．不整脈原性右室心筋症の治療 

 11例の内何らかの治療が行われていたものが

10 例（72%）で 3 例には治療は行われていなか

った。(図 11) 

 

図 11 不整脈原性右室心筋症の治療 

(+)：治療あり、(-)：治療なし、Unknown：不明 

 薬物治療に関しては β 遮断薬が多い傾向があ

ったが、一定の薬剤が使用されていた訳ではな

く、症例に応じて利尿薬、血管拡張薬、抗凝固

薬など種々の治療が行われていた。（図 12） 
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図 12 薬物療法 

 非薬物療法は 3例に行われており、ICD、

CRT-D、カテーテルアブレーションがそれぞれ

1 例であった。（図 8） 

 

図 13 不整脈原性右室心筋症の非薬物療法 

ICD：植え込み型除細動器、CRTD：両親室ペー

シング機能付植え込み型除細動器、Ablation：カ

テーテルアブレーション、Unknown：不明 

6．不整脈原性右室心筋症の予後 

 11 例（79%）が生存していたが、2例（14%）

が院外心停止を起こしていた。（図 14）不整脈

原性右室心筋症の予後は非常に悪いと言える。 

 

図 14 不整脈原性右室心筋症の予後 

Survive：生存、OHCA：院外心停止、Unknown：

不明 

 

B. 拘束型心筋症 

拘束型心筋症も極めて稀な心筋疾患であること

がわかった。拘束型心筋症 25 例について臨床学

的検討を行った。 

1．拘束型心筋症の性差 

 

図 15 拘束型心筋症の性差 

拘束型心筋症の性差は図 15 に示す如くで、男女

比は 14：511 (56%: 46%)で男に多かった。心筋

症全体では性差が判明している 376例中、男 218

例（58%）、女 158 例（42%）で全体の性差と変

わりなかった。 

2．拘束型心筋症の発見の動機 

 学校心臓検診で発見されるものが 10 例(40%)

と最も多かったが、心拡大 4 例、多呼吸、体重

増加不良が各 2 例。僧帽弁閉鎖不全、動悸、家

族歴、失神が各 1例と種々の原因で発見されて

いた（図 16）。 

 

図 16 拘束型心筋症の発見の動機 
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Heart screening：学校心臓検診、Cardiomegaly：

心拡大、tachupnea: 多呼吸、Poor weight gain：

体重増加不良、Mitral regurgitation：僧帽弁閉鎖

不全、Palpitation：動悸、Family history：家族歴、

abdominal pain: 腹痛、Syncope：失神 

3．拘束型心筋症の家族歴 

 家族歴のないものが 92%と圧倒的であったが、

拘束型心筋症の家族歴のあるものが 2例（8%）

あり、一部で家族性の症例があることがわかっ

た。(図 17) 

 

図 17 拘束型心筋症の家族歴 

FH(-)：家族歴なし、RCM：拘束型心筋症の家族

歴あり 

4．拘束型心筋症の遺伝子診断 

 遺伝子診断が 25 例中 6例に行われており、4

例（67%）に拘束型心筋症に関連する遺伝子異

常が発見されている。（図 18） 

 

図 18 拘束型心筋症の遺伝子異常の頻度 

Gene anomaly(+)：遺伝子異常あり、Gene 

anomaly(-)：遺伝子異常なし、ND：遺伝子検査

が行われていない 

5．治療 

 25例全例(100%)に治療が行われていた。(図 19) 

 

図 19 拘束型心筋症の治療 

(+)：治療あり、(-)：治療なし 

 薬物治療に関しては利尿剤、その他多くの薬

剤が使用されていた。（図 20） 

 

図 20 拘束型心筋症の薬物療法 

5．拘束型心筋症の非薬物療法 

非薬物療法は 11例に行われており、心臓移植

が 7例、左室補助循環が 3例、CRT-D が 1 例で

あった。（図 21） 

 

図 21 拘束型心筋症の非薬物療法 

None：非薬物治療なし、Heart transplantation：

心臓移植、LVSD：左室補助循環、CRTD：両心
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室ペーシング機能付植え込み型除細動器 

6．予後 

 9例（56%）が生存していたが、3例（19%）

が死亡、2例が心臓移植、2例が院外心停止を起

こしていた。（図 22）拘束型心筋症の予後は非

常に悪いと言える。 

 

図 22 拘束型心筋症の予後 

Survive：生存、Death：死亡、Heart transplantation：

心臓移植、OHCA：院外心停止、Unknown：不

明 

 

D. 考察 

1. HCM の突然死に関する検討 

HCM は若年者の突然死の原因として最も多

いものであり、若年者の突然死を予防する際に

重要な疾患である 3‒5）。2002 年にわが国で行わ

れた大規模な疫学調査では、HCM の年間死亡率

は 2.8%であり、死因としては不整脈が 31.9%、

心不全が 21.3%であった 3, 6）。 

Maron らの報告では、若年者のスポーツに関連

した突然死の原因として HCM は最多で、26.4%

であった 7）。近年のわが国の報告では、若年者

の病院外の心停止 58例のうち、HCM は 8 例で

あり、そのうち学校での心停止が 6 例、運動中

または運動後が 4例であった 8）。 

今回の研究では、学校管理下における心臓系突

然死事例総数 218例中、HCM による「死亡例」

は 29 例（13.3%）で、以前よりもやや突然死の

中での比率は減少している可能性がある。また、

「死亡例」、「生存例」ともに HCM が原因の心

事故は男児に多く、発症状況は運動中が最多で

あり、学校種では、「死亡例」、「生存例」ともに

高校生が最も多かった。 

今回の研究により、学校管理下における HCM

による心停止について，2006 年以前では AED

が使われた報告はあるが「生存例」を認めなか

ったことと、2007年以降は、AED による救命

事例が報告されるようになったことが明らかに

なった。「生存例」では、事前に HCM と診断さ

れ ICD植え込みが行われていた 1例を除いた全

例で、AED の装着が確認された。AED を装着

しても死亡した例もあるが、AED 装着または

ICD 埋め込みなしに生存した例は認めなかった。

さらに、AED 装着までの時間や病院搬送までの

時間が、救命の成否に強く関わったと考えられ

た。しかし、時間経過について詳細は不明であ

った。心事故予防の対策を検討するうえで、今

後は詳細な記録を残していくことが必要である

と考えられる。 

2. ARVC の小児臨床像に関する検討 

ARVCの発症頻度は 3,000-5,000人に l人と言わ

れているが、小児では稀な疾患とされている。

性差は男：女＝3：1と言われており、本報告の

頻度と大差はない。常染色体優性遺伝形式の家

族例が報告されており、JUP、RYR2、DSP、PKP2、

TGFB3、DSG3などの遺伝子異常が報告されて

おり、それぞれの遺伝子はそれぞれプラコグロ

ビン、リアノジンレセプター、デスモプラキン、

プラコフィリン 2、TGFß 3、デスモグレイン 3

をコードする蛋白を発現する。 

 診断基準を表にあげる。 

表 不整脈原性右室心筋症の診断基準 

家族歴 

大項目：ARVCの確定診断症例(剖検または手術

にて)を家族に認める。 

小項目：ARVCが疑われる 35 歳以下の突然死の

家族歴、ARVCと診断される家族がいること。 

びまん性または限局性機能低下、形態学的異常 

大項目：著明な右室拡大と駆出率低下. 限局性

右室瘤、高度な限局性右室拡大 

小項目：軽度の右室拡大と駆出率低下、軽度の

限局性右室拡大、限局性右室収縮低下 
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病理組織学的特徴 

大項目：心筋生検での線維脂肪変性置換 

再分極および脱分極過程の異常 

大項目：ε(イプシ口ン)波または胸部誘導の QRS 

幅>110 msec 

小項目：V１−3 誘導の T 波陰転化、加算平均心

電図の遅延電位(LP)陽性 

不整脈 

小項目：左脚ブロック型心室性頻拍、頻発する

心室性期外収縮(>1000/日) 

2 つ以上の大項目、または 1 つの大項目と 2つ

以上の小項目、4つの小項目、のいずれかをも

って ARVCの診断とする。 

 本症は院外心停止を 18%にきたすことから、

突然死予防のためには診断が重要である。家族

歴を持つものは 18%と少なかったが、遺伝子異

常を持つものは 73%と高率であり、遺伝子診断

の重要性が示唆された。 

3. 拘束型心筋症の小児臨床像に関する検討 

拘束型心筋症の発症頻度は不明であるが、極め

て稀な心筋症であり、小児では心筋疾患全体の

2.5〜5%とされている。平均診断年齢は 6 歳で

あり、乳児期以後は男に多いという報告もある

が、女が 54%とほぼ同等であるという報告もあ

る。約 30%の家族歴を持っているとされる。家

族性拘束型心筋症の原因として心筋蛋白の異常

が報告されている。サルコメアの異常としては、

TNNI3 (Troponin I), TNNT2 (Troponin T), ACTC1 

(alfa cardiac actin), MYBPC1 (Myosin binding 

protein C), MYH7 (Myosin heavy chain beta), 

MYL2 (Myosin light chain)などが、サルコメア以

外の異常としては DES (Desmin), RPS6KA3 

(ribosomal protein S6 kinase A3：RSK2, Coffin- 

Lowry症候群), LMNA (Lamin A/C, Emery- 

Dreifuss 症候群), TTR (Transthyretin, amyloidosis)

などの遺伝子異常が報告されている。小児では

特発性拘束型心筋症が最も多いと言われるが、

心内膜線維症も原因として知られており、成人

では心アミロイドーシスが最も多い原因として

知られている。 

 特発性拘束型心筋症の診断の手引きを表にあ

げる。 

表 特発性拘束型心筋症の診断の手引き 

主要項目 

1．基本病態 

基本病態は左室拡張障害であり、 

1) 硬い左室(stiff left ventricle)の存在 

2) 左室拡大や肥大の欠如 

3) 正常または正常に近い左室収縮機能 

4) 原因(基礎心疾患)不明 

の 4項目が診断の必要十分条件である． 

2．診断の参考事項 

1) 疫学 

拡張型心筋症や肥大型心筋症に比較してまれ

な疾患である． 

2) 家族歴 

家族内に拘束型心筋症や肥大型心筋症を認め

ることがある． 

3) 自覚症状 

呼吸困難、浮腫、動悸、塞栓症 

4) 他覚所見 

著明な第 IV音(洞調律症例) 

5) 心電図 

特異的な心電図所見はない。しかし、しばし

ば P 波異常、上室性期外収縮、心房細動、軽度

の左室肥大、非特異的 ST−T 変化を認める。 

6) 胸部 X 線 

軽症例では心陰影が正常。進行すれば左房広

大、さらに病期が進めば左室を除く左房、右房

およぴ右室拡大および肺うっ血を認める。  

7) 心エコー図 

左室拡大および壁肥厚なく、（左室壁運動が正

常または正常に近いにもかかわらす左室流入速

波形に拘束型を認める。すなわち、パルスドブ

ラ法で拡張早期波(E 波)増高、E波と心房収縮波

(A波)のピーク流速比増大(E/A>2)、E 波減速時

間(DT)短縮（< 150 msec）、等容弛緩時間(IRT)

短縮（< 70 msec)などが参考になる。通常. 左房

または両心房総大や右室拡大があり、重症例で

は三尖弁逆流を認める。また、左室流入速波形
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に呼吸性変動のないことが収縮性心炎との鑑別

に有用である。 

8) 心臓カテーテル検査 

左室拡張障害の指標として、左室の a波増高、

左室結張末期圧上昇、左室最大陰性 dP/dt低下、

左室圧下降時定数(τ)延長などが参考になる．ま

た、左室圧曲線に square root sign を認めること

がある。 

9) 心筋シンチグラム 

心筋血流シンチグラフィで灌流欠損をみるこ

とがある．心ブールシンチグラフィでは最大充

満速度(peak filling rate)の低下や最大充満速度到

達時間(time to peak filling )の延長などが拡張薄

害の指標になる。 

10) 心筋組織所見 

しばしば、心筋間質の線維化、心筋細胞肥大、

心筋線維錯綜配列、心内膜肥厚を認める。 

11) 鑑別診断 

収縮性心膜炎、心アミロイドーシスや心内膜

心筋線維症との鑑別が必要である。また、明ら

かな肥大を伴わない肥大型心筋症および老人心

との鑑別が困難なことがある。 

3．診断時の注意点 

稀な疾患であるため見逃しやすい左室収縮機

能が正常またはほぼ正常であるにもかかわらす

心不全徴候を認める症例では本症を疑って診断

を進めることが重要である。 

 本症は院外心停止を 13%にきたすことから、

突然死予防のためには診断が重要である。家族

歴を持つものは 15%と少なかったが、遺伝子診

断を行った中では遺伝子異常を持つものは 66%

と高率であり、遺伝子診断も診断の手がかりと

して重要な因子のひとつと考えられた。 

 

E. 結論 

1. HCM は若年者の心臓系突然死の主因となる

が、非医療従事者による AED の使用が認めら

れて以降、学校管理下における心停止が救命さ

れるようになってきた。心臓系突然死の予防の

ために、適切な心電図学的抽出基準の策定が必

要と考えられた。 

2. 不整脈原性右室心筋症、拘束型心筋症は稀な

疾患であるが、予後は不良であり、早期発見、

治療が重要である。そのためには、不整脈原性

右室心筋症、拘束型心筋症小児の心電図、心エ

コーによる診断基準の作成が必要であると考え

られた。また不整脈原性右室心筋症では遺伝子

診断が重要であることが結論づけられた。 
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Refractory Tachyarrhythmia in Pediatric Cardiology 

Patients （Including Adult Congenital Heart Disease）, 

64th Japanese Hearrt Rhythm Sciety & Asian Pacific 

Heart Rhythm Society 2017, Yokohama, 2017.9.16 

12. Naokata Sumitomo: Catecholaminergic Polymorphic 

Ventricular Tachycardia update, Invited Symposium 

Diagnosis and treatment for genetic arrhythmia in 

children, 64th Japanese Hearrt Rhythm Sciety & Asian 

Pacific Heart Rhythm Society 2017, Yokohama, 

2017.9.17 

13. Krystien V. Lieve, Judith M. Verhagen, Christian van 

der Werf,  Freek van den Heuvel, Wataru Shimizu, 

Akihiko Nogami, Hitoshi Horigome, Harry J. Crijns, A. 

Christian Blank, Ans C. Wiesveld, Nico A. Blom, 

Naokata Sumitomo, Irene de Graaf-van de Laar, Arthur 

A. Wilde: Linking the heart and the brain: 

Neuropsychiatric abnormalities in patient with 

catecholamindrgic polymorphic ventricular tachycardia, 

Heart Rhythm 2015, Boston, USA, 2015.5.15 

14. Christian van der Werf, Krystien V. Lieve, Sami 

Viskin, Prince J. Kannankeril, Aiba Takeshi, Frederic 

Sacher, Wataru Shimizu, Naokata Sumitomo, Albert R. 

Willems, Maurits J. van der Veen, Andrew D. Krahn, 
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Antoine Leenhardt, Arthur A. Wilde: Five-year 

follow-up of patients receiving flecainide for 

catecholaminergic polymorphic ventricular tachycardia, 

Heart Rhythm 2015, Boston, USA, 2015.5.15 

15. Hiro Kawata, Seiko Ohno, Naokata Sumitomo, 

Moritoshi Funasako, Tsukasa Kamakura, Ikutaro 

Nakajima, Heima Sakaguchi, Aya Miyazaki, Koji 

Miyamoto, Yuko Y. Inoue, Hideo Okamura, Takashi 

Noda, Takeshi Aiba, Kengo F. Kusano, Shiro Kamakura, 

Minoru Horie, Wataru Shimizu: Triggers of cardiac 

events in RYR2 positive CPVT patients before and after 

optimal medical treatment. Importance of exercise 

restriction and avoidance of emotional stress especially 

in younger patient. Heart Rhythm 2015, Boston, USA, 

2015.5.14 

16. Naokata Sumitomo, Takashi Kumamoto, Jun Yasuhara, 

Hiroyuki Shimizu, Takuro Kojima, Shigeki Yoshiba, 

Toshiki Kobayashi, Ami Cho, Akiko Komori, Masataka 

Kato, Hirofumi Watanabe, Hiromi Okuma, Yuriko Abe, 

Shino Chinen, Hiroshi Kamiyama, Mamoru Ayusawa: 

Characteristics of pediatric Brugada Syndrome, 

Association for European Pediatric Congenital 

Cardiology 2015, Prague, Czech, 2015.5.20 

17. Ami Cho, Hiroshi Kamiyama, Masataka Kato, 

Hirofumi Watanabe, Akiko Komori, Yuriko Abe, Shino 

Chinen, Mamoru Ayusawa, Shori Takahashi, Tadateru 

Takayama, Atsushi Hirayama, Yamamoto T, Naokata 

Sumitomo: Team Approaching for Pregnancy and 

Delivery in patients with Severe Coronary Arterial 

Lesions After Kawasaki Disease, Association for 

European Pediatric Congenital Cardiology 2015, Prague, 

Czech, 2015.5.22 

18. Takashi Kumamoto, Naokata Sumitomo, Jun Yasuhara, 

Takurou Kojima, Hiroyuki Shimizu, Shigeki Yoshiba, 

Toshiki Kobayashi, Yoshimasa Uno, Ayumu Masuoka, 

Takaaki Suzuki: Acute effect of amiodarone and 

nifekarant to control of tachyarrhytymias in children 

with post surgical congenital heart disease, 8th APHRS 

Scientific Sessions 2015, Melbourne, Australia, 

2015.11.22 

19. Takashi Kumamoto, Naokata Sumitomo, Ami Chou, 

Jun Yasuhara, Takurou Kojima, Hiroyuki Shimizu, 

Shigeki Yoshiba, Toshiki Kobayashi, Yoshimasa Uno, 

Ayumu Masuoka, Takaaki Suzuki: How to prevent sinus 

node dysfunction after PAPVC repair: Investigation 

after Williams procedure, 8th APHRS Scientific 

Sessions 2015, Melbourne, Australia, 2015.11.22 

20. Robert Tulloh, Constancio Medrano-Lopez, Paul 

Checchia, Claudia Stapper, Naokata Sumitomo: 

Congenital Heart Disease and Respiratory Syncytial 

Virus Global Expert Exchange, 50th Annual Meeting of 

the Association for European Paediatric and Congenital 

Cardiology, Rome, Italy, 2016.6.1-4 

21. Naokata Sumitomo, Aya Miyazaki, Heima Sakaguchi, 

Mari Iwamoto, Hideaki Ueda, Chiho Tokunaga, Motoki 

Takamuro, Kiyohiro Takigiku, Jun Yoshimoto, Naoki 

Ohashi, Kazuhiro Takahashi, Taketo Anze: A 

prospective multicenter, open-label study of landiolol 

for tachyarrhythmias in children: Control of the heart 

rate in infant and child arrhythmias using landiolol 

(HEARTFUL) study, Cardiostim 2016, Nice, France, 

2016.6.8-11 

22. K.V. Lieve, Christian van der Werf, M.J. Bos, E. Zorio, 

I. Denjoy, T.M. Roston, J. Ingles, T. Robyns , M. W. 

Tanck, T. Aiba, M.P. van den Berg , U. Chorin, S.A. 

Ostby , Wataru Shimizu, Naokata Sumitomo , F. Sacher, 

P. J. Kannankeril, V. Probst, S. Viskin, A.D. Krahn, C. 

Semsarian, S. Sanatani, M.J. Ackerman, Antoine 

Leenhardt, Arthur A. Wilde: Efficacy of Flecainide in a 

Large Cohort of Patients with Catecholaminergic 

Polymorphic Ventricular Tachycardia, Nederlandse 

Vereniging voor Cardiologie Najaarscongres 2016, 

Utrecht, Holand, 2016.11.5 

23. Masao Yoshinaga, Seiko Ohno, Hiyroya Ushinohma, 

Seiichi Sato, T Miyamoto, Nobuo Tauchi, Hitoshi 

Horigome, Naokata Sumitomo, Yuu Kucho, Hiroshiko 

Shiraishi, T Hata, N Nomura, Minoru Horie, Naomasa 

Makita, Masami Nagashima: ECG Screening of 1 

month old infant may prevent out-of hospital cardiac 

arrest in infancy, American Heart Association Scientific 
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Session 2016, New Orleans, USA, 2016.11.13 

24. Hitoshi Horigome, Masami Nagashima, Masao 

Yoshinaga, Naokata Sumitomo, Nobuo Tauchi, Naomi 

Izumida, Mari Iwamoto, Hiroya Ushinohama, Yoshiaki 

Kato, Katsumi Abe: Screening Japanese School 

Children for Cardiovascular Disease: Establishing 

Reference Values of p/QRS Waves on 

Electrocardiograms for 48,000 Children. Heart Rhythm 

2017, Chicago, USA, 2017.5.11 

25. Mari Iwamoto, Masao Yoshinaga, Naomi Izumida, 

Masami Nagashima, Nobuo Tauchi, Naokata Sumitomo, 

Hiroya Ushinohama, Hitoshi Horigome,  Katsumi Abe: 

Marked Early Repolarization with Age in Boys, Heart 

Rhythm 2017, Chicago, USA, 2017.5.12 

26. Mari Iwamoto, Masao Yoshinaga, Hitoshi Horigome, 

Naokata Sumitomo, Hiroya Ushinohama, Naomi 

Izumida, Nobuo Tauchi, Tashuya Yoneyama, Katsumi 

Abe, Masami Nagashima: Characteristecs and reference 

values of electrocardiographic findings in children and 

adolescests, 64th Japanese Hearrt Rhythm Sciety & 

Asian Pacific Heart Rhythm Society 2017, Yokohama,  

2017.9.15 

27. Yoshiaki Kato, Naomi Izumida, Mari Iwamoto, 

Hitoshi Horigome, Hiroya Ushinohama, Naokata 

Sumitomo, Nobuo Tauchi, Katsumi Abe, Masao 

Yoshinaga, Masami Nagashima: Age dependent changes 

of T wave polarity in Japanese school children, 64th 

Japanese Hearrt Rhythm Sciety & Asian Pacific Heart 

Rhythm Society 2017, Yokohama, 2017.9.16 

28. Naokata Sumitomo, Wataru Shimizu, Kazutaka 

Aonuma, Masao Yoshinaga, Hitoshi Horigome, 

Tsugutoshi Suzuki, Takeshi Aiba, Yoshihide Nakamura, 

Yoshio Aragaki, Kenichi Kurosaki, Masaru Miura, 

Hiroya Ushinohama, Hideto Takahashi, Minoru Horie: 

What factors determine the prognosis of 

catecholaminergic polymorphic ventricular tachycardia?, 

AHA Scientific Session 2017, 2017.11.12 

29. Tomohiko Imamura, Naokata Sumitomo, Shota 

Muraji, Hitoshi Mori, Akiko Komori, Noriyuki Iwashita, 

Takayuki Oyanagi, Takuro Kojima, Shigeki Yoshiba, 

Toshiki Kobayashi：Characteristics of Pediatric Brugada 

Syndrome, EHRA2018, Barcelona, Spain, 2018.3.18 

30. Shota Muraji, Naokata Sumitomo, Rie Ichikawa, Junji 

Fukuhara, Mamoru Ayusawa：Familial Sick Sinus 

Syndrome - Electrophysiologic Study of 6 Families -, 

EHRA2018, Barcelona, Spain, 2018.3.19 

 

[国内学会] 

1. 住友直方：遺伝性不整脈、ACHD 診療 basic course，

診療の state of art、第 12回成人先天性心疾患セミナ

ー、東京、2015.6.28 

2. 住友直方：小児の遺伝性不整脈、第 15 回九州・沖縄

小児救急医学研究会、宮崎、2015.8.8 

3. 住友直方：日本の学校心臓検診の現状と問題点、平

成 27年度学校医研修会、津、2015.9.13 

4. 住友直方：小児の遺伝性不整脈、第 19 回福島県小

児循環器研究会、福島、2015.10.10 

5. 住友直方：器質的心室頻拍（先天性心疾患）、日本不

整脈学会カテーテルアブレーション関連秋期大会

2015、カテーテルアブレーション研修セミナー, 福島、

2015.10.17 

6. 住友直方：特別講演；小児不整脈の進歩、第 3 回 日

立の医療を考える会、日立、2015.10.28 

7. 住友直方：1 枚の心電図からの予後推定(1):2 次検診

以降の精査方法、学校検診ワークショップ 特別講演、

第 20回日本小児心電学会、静岡、2015.11.28 

8. 住友直方：特別講演、遺伝性不整脈、ICD 友の会・講

演会、東京、2015.12.5 

9. 住友直方：特別講演；小児の不整脈について、土屋

小児科連携医療研究会、久喜、2016.2.15 

10. 住友直方：特別講演、胎児、新生児の不整脈、第 32

回山形不整脈研究会、山形、2016.6.17 

11. 住友直方：特別講演、当直に役立つ不整脈診療・基

礎から応用、東京医科歯科大学小児科マンデーセミ

ナー、東京、2016.6.20 

12. 住友直方：特別講演、小児の遺伝性不整脈、第 287

回新潟循環器談話会、新潟、2016.7.2 

13. 住友直方：特別講演、小児の遺伝性不整脈、第 25

回大分心電図研究会、大分、2016.7.29 

14. 住友直方：特別講演、小児の不整脈、第 21 回桜越



73 

 

会、川越、2016.9.8 

15. 住友直方: 特別講演、CPVT の最近の話題、遺伝性

不整脈と心疾患、第 29 回九州小児不整脈研究会、佐

賀、2016.10.30 

16. 住友直方：特別講演、学校心臓検診と小児不整脈、

第 26 回茨城県小児循環器研究会、筑波、茨城、

2016.11.2 

17. 住友直方：特別講演、胎児、新生児、乳児の不整脈、

第 20 回ゆずの木周産期病診連携セミナー、 坂戸、

2017.1.23 

18. 住友直方：教育講演、WPW 症候群に対するカテー

テル治療戦略、第 28 回日本 JPIC 学会、東京、

2017.1.27 

19. 住友直方：小児の遺伝性不整脈、EP Expertカンファ

レンス、福岡、2017.4.15 

20. 住友直方：学校心臓検診における心電図で注意す

べきポイント、日本不整脈心電学会第 18 回心電図判

読セミナー、函館、2017.7.15 

21. 住友直方：学校心臓検診のガイドラインについて、第

61 回九州ブロック学校保健・学校医大会、平成 29 年

度九州学校検診協議会（年次大会）、佐賀、2017.8.6 

22. 住友直方：CPVT、第 32 回 犬山不整脈カンファラ

ンス 2017.8.19 

23. 住友直方：学校心臓検診における心電図で注意す

べきポイント、教育講座 2 メディカルプロフェッショナル

に伝えたい！心電図の基本的な読み方、64th Japanese 

Hearrt Rhythm Sciety & Asian Pacific Heart Rhythm 

Society 2017, Yokohama, 2017.9.17 

24. 住友直方：成人先天性心疾患の不整脈カテーテル

治療、第65回日本心臓病学会、成人先天性心疾患問

題検討委員会セッション、大阪、2017.9.29 

25. 住友直方：学校心臓検診のガイドラインと小児の不

整脈、新潟不整脈シンポジウム 、新潟、2018.2.3 

26. 住友直方：How to use cryoablation for children、第

51回日本小児循環器学会、東京、2015.7.17 

27. 住友直方：小児の不整脈に対するデバイス治療の現

状と問題点、JHRS & JCE 2015, 東京、2015.7.31 

28. 三谷義英, 大槻祥一郎, 淀谷典子, 大橋啓之, 澤

田博文, 太田邦雄, 住友直方：児童生徒の心臓性突

然死防止に向けて：学校検診と救急蘇生の新たなエビ

デンス、第 51 回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.17 

29. 住友直方：日本小児循環器学会ジョイントシンポジウ

ム、市民による除細動の時代の児童生徒、若年成人の

心臓性突然死対策、不整脈からみた小児突然死、第

63回日本心臓病学会 、横浜、2015.9.18 

30. 住友直方：遺伝性不整脈と先天性心疾患，先天性

心疾患-突然死予防のための up-date-、第 8 回植込み

デバイス関連冬季大会、北九州、2016.2.6 

31. 住友直方：シンポジウム III、学校心臓検診の問題点、

第63回日本小児保健協会学術集会、大宮、2016.6.25 

32. 住友直方、堀米仁志、三浦 大、小野 博、鈴木嗣敏、

佐川浩一、牛ノ濱大也：シンポジウム4最新の不整脈診

断と治療、小児の頻脈性不整脈を対象としたランジオ

ロールの前向き多施設共同治験 （ HEARTFUL 

study）；小児の臨床試験立案の経験から、第52回日本

小児循環器学会、東京、2016.7.6 

33. 住友直方：ミニシンポジウム2学校心臓検診ガイドライ

ンの解説、日本の学校心臓検診の現状と問題点、第

52回日本小児循環器学会、東京、2016.7.7 

34. 戸田紘一、飛田和えりか、小柳喬幸、小島拓朗、葭

葉茂樹、小林俊樹、岡田公章、岩崎美佳、保土田健

太郎、枡岡 歩、鈴木孝明、住友直方:シンポジウム II

「アミオダロンの役割と今後の展望」先天性心疾患術

後不整脈に対するアミオダロンの有効性、第 21 回アミ

オダロン研究会、東京、2016.910.1 

35. 住友直方：シンポジウム 14 小児の内科的スポーツ

障害、心臓突然死、不整脈、第27回日本臨床スポーツ

医学会、幕張、千葉、2016.11.6 

36. 住友直方：シンポジウム 11 学校心臓検診今後の問

題、学校心臓検診 -今後の課題 -、第 53 回日本小児

循環器学会、浜松、2017.7.9 

37. 牛ノ濱大也、住友直方：シンポジウム 11 学校心臓

検診今後の問題、学校心臓検診で抽出すべき心疾患、

第 53回日本小児循環器学会、浜松、2017.7.9 

38. 安原 潤, 小林俊樹, 熊本 崇, 小島拓朗, 清水寛

之, 葭葉茂樹, 住友直方：上室性頻拍を合併した成人

心房中隔欠損症に対する経皮的心房中隔欠損閉鎖

術後の長期経過、第 51回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.16 
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39. 葭葉茂樹、小林俊樹、安原 潤、清水寛之、熊本 崇、

小島拓朗、住友直方、鈴木孝明、枡岡 歩、宇野吉雅、

加藤木利行: 左心低形成症候群フォンタン到達率向

上のための Modified hybrid strategy、第 51回日本小

児循環器学会、東京、2015.7.16 

40. 岩本眞理, 長嶋正實, 吉永正夫, 住友直方：学校管

理下における突然死と心肺蘇生の状況について、第

51回日本小児循環器学会、東京、2015.7.17 

41. 熊本 崇、住友直方、安原潤、清水寛之、小島拓朗、

葭葉茂樹、小林俊樹、細田隆介、枡岡 歩、宇野吉雅、

鈴 木 孝 明 ： Partial anomalous pulmonary venous 

connection(PAPVC)修復術；Williams法後の一過性洞

機能低下についての検討、第 51 回日本小児循環器

学会、東京、2015.7.18 

42. 堀米仁志、高橋一浩、石川康宏、林 立申、加藤愛

章、中村昭宏、野崎良寛、高橋実穂、住友直方、岩本

眞理、吉永正夫：主成分分析と独立成分分析を用いた

先天性 QT 延長症候群の T 波の解析 －LQT1 と

LQT3 における解析－、第 51 回日本小児循環器学会、

東京、2015.7.18 

43. 倉岡彩子、牛ノ濱大也、井福俊充、中村 真、佐川浩

一、石川司朗、住友直方、大野聖子、堀江 稔：カテコ

ラミン感受性多形性心室頻拍 CPVT に対する当院で

の治療経験、第 51 回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.17 

44. 安原 潤, 葭葉茂樹, 小林俊樹, 熊本 崇, 小島拓

朗, 清水寛之, 住友直方：先天性心疾患術後早期に

行った心臓カテーテル検査およびカテーテルインター

ベンション、第 51 回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.18 

45. 小島拓朗, 小林俊樹, 葭葉茂樹, 安原 潤, 熊本 

崇, 清水寛之, 住友直方：Semi-compliant balloon 不

応の術後肺動脈狭窄に対する noncompliant balloon

の有用性の検証、第 51回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.16 

46. 小林俊樹, 葭葉茂樹, 小島拓朗, 清水寛之, 熊本 

崇, 安原 潤, 住友直方：カテーテル操作技術の向上

を目的とした、微細な回転操作が可能な静脈専用シー

スの開発、第 51 回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.16 

47. 枡岡 歩、細田隆介、宇野吉雅、加藤木利行、住友

直方、鈴木孝明：当院における先天性心疾患・小児例

へのペーシングデバイス治療の現況、第 51 回日本小

児循環器学会、東京、2015.7.17 

48. 小林俊樹、葭葉茂樹、小島拓朗、清水寛之、熊本 

崇、安原 潤、住友直方、枡岡 歩、宇野吉雅、鈴木孝

明：成人先天性心疾患に対するカテーテル治療、症例

数・疾患・治療内容とその変化、第 51回日本小児循環

器学会、東京、2015.7.18 

49. 清水寛之、安原 潤、熊本 崇、小島拓朗、葭葉茂樹、

小林俊樹、住友直方、宇野吉雅、枡岡 歩、鈴木孝明、

加藤木利行：心房中隔欠損症治療後の心電図変化に

ついての検討、第 51 回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.18 

50. 小島 拓朗, 安原 潤, 熊本 崇, 清水 寛之, 葭葉 

茂樹, 小林 俊樹, 住友直方：Fontan 循環における心

不全の指標としての RDW の有用性、第 51 回日本小

児循環器学会、東京、2015.7.18 

51. 宇野吉雅、鈴木孝明、枡岡 歩、細田隆介、加籐木
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